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〔訓練時間〕午前９時～１０時３０分ごろ
▽地震発生時の火の始末訓練
▽地区訓練会場への避難訓練
▽体験訓練（応急救護訓練、消火訓練）
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〔訓練時間〕午前９時～１０時３０分ごろ
▽避難訓練、初期消火訓練
▽担架搬送訓練、災害用仮設トイレ組み立て訓練
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　８月２７日�午前９時、多摩直下地震発災マグニチュード７．３程度、
震度６弱、市内４カ所火災発生、建物の倒壊焼失５３８棟、電話・
電気・水道・ガス機能停止
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〔訓練時間〕午前９時～１１時３０分ごろ
▽避難訓練　小田急線の南側を中心に、各地区から防災会支部に
よる多摩川緑地公園グランドへの避難訓練です。警察官、交通安
全協会員、消防団員が誘導します。
▽市災害対策本部設置・運営訓練
▽避難路確保訓練、医療救護所開設訓練
▽公共施設避難および被害状況調査訓練
▽体験訓練（応急救護訓練、救出訓練、消火訓練）
▽台所でのてんぷら油火災展示
▽管工事組合・ＮＴＴ・東京電力・東京ガスによるライフライン
応急復旧訓練
▽災害用仮設トイレ組み立て訓練、赤十字奉仕団による炊き出し
訓練（アルファ化米の試食・配布）
▽医師会による医療救護訓練、救助救急活動訓練（ハイパーレス
キュー隊、災害救助犬出動）
▽消防署・消防団・地区消防隊による消火活動訓練
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多摩川住宅多摩川住宅多摩川住宅

和泉小学校和泉小学校和泉小学校

都立狛江高校都立狛江高校都立狛江高校

一時避難場所一時避難場所一時避難場所

第三中学校第三中学校第三中学校

第二中学校第二中学校第二中学校

第三小学校第三小学校第三小学校

第六小学校第六小学校第六小学校

旧第二小学校旧第二小学校旧第二小学校

旧第四小学校旧第四小学校旧第四小学校
第一小学校第一小学校第一小学校

喜多見駅喜多見駅喜多見駅

狛江駅狛江駅狛江駅

和泉多摩川駅和泉多摩川駅和泉多摩川駅

多摩川緑地公園グランド多摩川緑地公園グランド多摩川緑地公園グランド

狛江市役所狛江市役所狛江市役所

緑野小学校緑野小学校緑野小学校

前原公園前原公園前原公園

第五小学校第五小学校第五小学校

第四中学校第四中学校第四中学校

第一中学校第一中学校第一中学校

都営狛江アパート都営狛江アパート都営狛江アパート

広域避難場所広域避難場所広域避難場所

防災行政無線スピーカー防災行政無線スピーカー防災行政無線スピーカー

※訓練会場は前記４カ所ですが、実際の災害時に市民の皆さんが
避難する一時避難場所・広域避難場所は地図のとおりです。最寄り
の避難場所までの経路等を、各自で確認しておきましょう。
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広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）８ 月 １５ 日　�
　
「
狛
江
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」に

つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
意
見
募
集

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
７
人　

件
の

２８

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
意
見
は
、
計

画
見
直
し
の
際
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。　

〔
実
施
期
間
〕
６
月
１
日
�
〜　

日
３０

�〔
実
施
方
法
〕
文
書
に
よ
る
提
出
と

し
、
窓
口
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
募
集

〔
対
象
〕
▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
▽
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
方
▽
市
内
に
存
す
る
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
▽

市
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す
る
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

 
▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
８
時　

２７

３０

分
〜
午
後
５
時

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
８
時
ま

３１

で〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１８

民
税
（
第
２
期
分
）、
国
民
健
康
保
険

税
（
第
２
期
分
）、
介
護
保
険
料
（
第

２
期
分
）
は
、
８
月　

日
�
ま
で
に

３１

納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
に
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

 　

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
受

給
者
証
（
○障
 

受
給
者
証
）
が
９
月
１

日
か
ら
新
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

有
効
期
限
は
平
成　

年
８
月　

日
ま

１９

３１

で
の
１
年
間
で
す
。

〔
対
象
〕
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・

２
級
（
内
部
障
が
い
（
心
臓
・
じ
ん

臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・

小
腸
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
障
が
い
）
は
３
級

も
含
み
ま
す
）、
ま
た
は
愛
の
手
帳

１
度
・
２
度
に
該
当
し
平
成　

年
中

１７

の
所
得
が
別
表
の
所
得
制
限
基
準
額

以
下
の
方
で
す
。
た
だ
し
、
健
康
保

険
未
加
入
者
、
生
活
保
護
受
給
者
、

　

歳
以
上
で
は
じ
め
て
身
体
障
害
者

６５手
帳
や
愛
の
手
帳
を
取
得
し
た
方
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

○障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

○障
 

受
給
者
証
が
新
し
く
な
り

ま
す

で
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
○障
 

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕
健
康
保
険

証
・
印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
愛
の
手
帳
・
平
成　

年
１
月
２
日

１８

以
降
市
内
に
転
入
し
た
方
は
、
平
成

　

年
度
住
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証

１８明
書
（
総
所
得
額
・
控
除
額
・
扶
養

人
数
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　

新
し
い
○障
 

受
給
者
証
は
、
８
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。
９
月
１
日
以
降

に
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い

○障
 

受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒

に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
期
限
の
切
れ
た
○障
 

受
給
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

保
険
年
金
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

〔
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月　
２１

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
保
険
年
金
課
へ
。

 　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
一
部
が
ご
み
袋
に
入
れ
た
ま
ま

出
さ
れ
る
た
め
、
ご
み
と
し
て
焼
却

処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
、
市
で
貸
し
出
し
て
い
る
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
際
は

▽
飲
用
・
酒
・
し
ょ
う
ゆ
用
に
使
わ

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

左
の
マ
ー
ク
の
有
無
で
見
分
け
る

の
が
確
実
な
方
法
で
す
。

▽
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
外
し
て
、
ボ
ト

ル
と
一
緒
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
中
を
軽
く
す
す
ぎ
、
水
を
切
っ
て

か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

▽
容
器
が
小
さ
く
な
る
よ
う
、
足
で

踏
み
つ
ぶ
し
て
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

 　

８
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
月

で
す
。

　

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、「
国
民
年
金
証
書
」
と
「
定
時

届
」（
８
月
期
分
の
み
送
付
）
を
８
月

上
旬
ご
ろ
に
東
京
社
会
保
険
事
務
局

か
ら
送
付
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
の
国
民
年
金
証
書
お
よ

び
定
時
届
の
提
出
先
が
変
わ

り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
年
金
を
受
け
取
っ

た
後
、「
国
民
年
金
証
書
」
お
よ
び

「
定
時
届
」
を
保
険
年
金
課
に
提
出

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
、
提
出
先
が
東
京
社
会
保
険
事

務
局
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

提
出
に
つ
い
て
は
、「
国
民
年
金
証

書
」
お
よ
び
「
定
時
届
」
が
送
付
さ

れ
る
際
に
同
封
さ
れ
て
い
る
、
返
信

用
封
筒
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
次
回
の

年
金
の
支
払
い
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
社
会
保
険
事

務
局
�
（
５
３
２
２
）
１
６
４
１

 　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な

っ
た
と
き
は
、「
年
金
受
給
権
者
死
亡

届
」
を
お
住
ま
い
の
社
会
保
険
事
務

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
は
亡
く
な
っ
た
日
の

属
す
る
月
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、

未
払
い
の
年
金
が
あ
る
場
合
は
「
未

支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」
も

合
わ
せ
て
、
お
住
ま
い
の
社
会
保
険

事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

未
払
い
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺

族
の
方
は
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方

の
死
亡
当
時
、
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
た
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖

父
母
・
兄
弟
姉
妹
で
す
。

　

な
お
、「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

の
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
そ
の
ま

ま
支
払
わ
れ
、
後
日
、
遺
族
の
方
よ

り
年
金
を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡

く
な
っ
た
と
き
は
届
け
出
が

必
要
で
す

■所得制限基準額表（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者（扶養）
６．配偶者特別
７．寡婦（夫）・特別寡婦
８．勤労学生
９．その他

所得制限基準額扶養者の数

３,６０４,０００円０人

３,９８４,０００円１人

４,３６４,０００円２人

４,７４４,０００円３人

５,１２４,０００円４人

■提出された意見の概要

アクションプランの市民説明会を開いてほしい。１
全体

見直しの際には、市民参加や庁内全体に納得されるものとすべき。２
「緊急行動計画」の数値目標は、はっきり総括して公表すべき。３

行財政改革推
進計画編

この計画で、本当に収支均衡型財政へ転換できるのか。４
一般財源における財政フレームにある資金手当の活用とは、具体的にどういうことか。５
赤字の起債をいつまで続けるつもりなのか。６
予算の執行に際しては、歳出は予算の１～５％の減額を、歳入は１％増額した数値を目途に取り組んでほしい。７
業務執行にあたっては、どんな業務にも「心」を入れて、「やる気」を持って望んでほしい。アクシ
ョンプランの実施に際し、一番必要なことは「やる気」である。８

不登校児童・生徒への対応について基本計画策定市民会議の声が反映されていない。９

実施計画編

緑の保全に樹林地の購入費を計上したことを評価する。緑の保全の中心的存在感のある樹林地の選定、
維持管理への市民参加、市民への公開への配慮をお願いする。１０

和泉多摩川緑地の都立公園化について、これまで東京都にどのように要請したのか、今後どのように
要請していくのかなど、具体的に計画し、市民に明示してほしい。１１

和泉多摩川緑地は、市民待望の公園用地であり、全市を挙げて東京都へ早期実現に向けて働きかけるべき。１２
和泉多摩川緑地整備にあたっては、防災・市民レクリエーション・運動・緑化推進・自然観察等の機
能を備えた総合公園化をお願いしたい。１３

地震情報配信システムの提案１４
「音楽の街―狛江」構想の実現への協力の提案１５
防犯活動への協力の提案１６
学校教育支援活動での協力の提案１７
環境意識高揚策の提案１８
火災報知器の普及促進の提案１９
公設公営の保育園の民営化を検討するにあたっては、本当に市民のためになるか等慎重な議論がなされるべき。２０

定員適正化編

保育士の削減を図り、コストダウンを図ろうとしているが、子育て一番のまちとしては、保育を必要
とする子どもたちに必要なお金は何としても確保するという姿勢がほしい。２１

新組織体制の具体的な職員数について担当課に聞いても、根拠は知らないとの回答であり、職員の声
を聞くことなく、庁内上層部の意見だけでまとめられたものではないか。２２

組織構成については、さらに再編を進め、部・課の数を少なくすべき。２３
業務ごとの定数を廃止し、部または、課ごとの定数ではどうか。２４
安心安全課は市民の方を向くべきで市民生活部の所属の方がいいのでは。２５
アクションプランからは、市の保育ビジョンを読み取ることができず、計画の方向性には、子どもを
大切に思う姿勢が感じられない。２６

児童福祉を含む自治体全体の収入が都や国の影響で削減されるならば、その都や国に対してもっと強く意見
をすべきであり、本当に大切なことならば基金を募るなどして財源をつくり出すことも視野に入れてほしい。２７

指定管理者制度の推進については、導入先に福祉施設もあることから、制度の導入の経緯や目的を熟
知した上で、慎重に検討すべき。２８公の施設の管

理運営方針
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�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）８ 月 １５ 日

　
　

蚊
帳
を
吊
る

　

な
ぞ
な
ぞ
な
あ
に　
「
小
っ
ち
ゃ

い
生
き
も
の
は
入
れ
な
い
で
、
大
っ

き
い
生
き
も
の
は
入
れ
る
も
の　

な

あ
に
」「
天
井
は
あ
る
け
ど
、 
床 
の
な

ゆ
か

い
も
の　

な
あ
に
」。 蚊  
帳 
が
夏
の
暮

か 

や

ら
し
の
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
だ
っ
た
こ
ろ
の
、
狛
江
で
も
聞
く

こ
と
が
で
き
た
子
ど
も
の
な
ぞ
な
ぞ

遊
び
の
一
つ
で
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
庶
民
の
間
に
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
蚊
帳
は
、
そ

の
全
国
生
産
量
が
最
高
に
達
し
た
の

は
昭
和　

年
で
、
約
３
０
０
万 
張 
で

は
り

４０

し
た
。
そ
の
後
は
、
網
戸
や
エ
ア
コ

ン
の
普
及
、
除
虫
剤
の
改
良
な
ど
に

よ
り
、需
要
は
急
速
に
落
ち
、い
ま
で

は
蚊
帳
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
狛
江
で
も
、
昭
和　

年
代

４０

以
降
、
新
築
や
改
築
の
家
が
急
増
し
、

蚊
帳
の
役
目
は
、
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
す
。

　
「
蚊
帳
を
使
わ
な
く
な
っ
て
ね
、処

分
し
ち
ゃ
お
う
か
と
思
っ
た
け
ど
、

む
か
し
の
暮
ら
し
の
思
い
出
に
、
ひ

と
張
だ
け
と
っ
て
あ
り
ま
す
よ
」。大

正　

年
９
月
の
関
東
大
震
災
の
と
き

１２
に
は
、
地
震
に
強
く
て
安
全
だ
と
い

う
竹
や
ぶ
に
む
し
ろ
や
ご
ざ
を
敷
い

て
蚊
帳
を
吊
り
、
何
日
か
を
過
ご
し

た
こ
と
。
そ
し
て
ま
た
、
第
二
次
大

戦
中
、
空
襲
が
あ
っ
た
と
き
、
防
空

壕
の
あ
る
竹
や
ぶ
に
蚊
帳
を
吊
っ
て

年
寄
り
や
子
ど
も
を
入
れ
、
出
征
中

の
夫
の
留
守
を
ま
も
っ
た
話
な
ど
、

家
の
外
で
の
蚊
帳
の
非
常
時
の
役
目

を
語
る
人
も
い
ま
す
。

　

蚊
帳
は
麻
を
ざ
っ
く
り
と
織
っ
て

あ
る
の
が
普
通
で
す
が
、
木
綿
の
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。「
色
は
緑
色
で
ね
、

上
の
縁
に
は
赤
い
布
が
付
い
て
い
て
。

麻
よ
り
も
木
綿
の
蚊
帳
の
ほ
う
が
値

段
が
安
い
の
よ
ね
」。客
用
な
ど
に
水

色
の
ぼ
か
し
の
蚊
帳
を
使
っ
た
家
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
大
き
い
の
は
十

畳
用
、
そ
れ
ぞ
れ
部
屋
の
広
さ
に
合

っ
た
も
の
を
ね
。
三
畳
な
ん
て
の
も

あ
っ
た
よ
」。「
蚊
帳
を
た
た
む
の
、

あ
れ
、
た
い
へ
ん
な
の
よ
ね
。
あ
の

丸
い
吊
り
手
の
金
具
の
音
も
思
い
出

す
ね
ぇ
」。た
た
ん
だ
蚊
帳
の
上
に
病

人
を
寝
か
す
と
、
床
ず
れ
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。
蚊

帳
に
は
、
人
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
蚊
帳
に
入
る
と
き
は
、団
扇
で
パ

タ
パ
タ
と
裾
を
あ
お
い
で
ね
、
蚊
を

追
い
払
っ
て
か
ら
、
腰
を
か
が
め
て

さ
っ
と
入
っ
て
。
立
っ
た
ま
ま
入
る

と
怒
ら
れ
た
ね
」「
蚊
帳
の
な
か
は
何

だ
か
別
世
界
み
た
い
で
ね
、
む
か
し

は
、
き
ょ
う
だ
い
も
多
か
っ
た
か
ら
、

子
ど
も
ら
が
は
し
ゃ
い
で
ね
。
蚊
帳

の
天
井
に
向
け
て
足
を
蹴
り
上
げ
、

足
が
届
く
と
得
意
に
な
っ
た
り
」。捕

っ
て
き
た
ホ
タ
ル
を
蚊
帳
の
な
か
に

放
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

雷
が
鳴
る
と
急
い
で
蚊
帳
を
吊
っ

て
、
遠
く
の
ク
ワ
バ
ラ
遠
く
の
ク
ワ

バ
ラ
と
唱
え
な
が
ら
、
も
ぐ
り
込
み
、

な
る
べ
く
真
ん
中
に
い
る
の
が
い
い

と
い
わ
れ
ま
し
た
。
蚊
帳
は
雷
よ
け

だ
け
で
は
な
く
、
魔
よ
け
に
も
な
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

道
端
や
畑
な
ど
に
生
え
る
カ
ヤ
ツ

リ
グ
サ
の
茎
を
採
っ
て
、
そ
の
両
は

し
を
二
人
で
つ
ま
ん
で
裂
い
て
い
く

と
、
四
角
い
形
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
吊
っ
た
蚊
帳
に
見
立
て
る
、
子
ど

も
た
ち
の
カ
ヤ
ツ
リ
の
遊
び
も
、
い

ま
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

 
〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時　

１６

１０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕東
京
都
庁
都
民
ホ
ー
ル（
新

宿
区
西
新
宿
２
�
８
�
１
）

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
、
聴

く
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
公
述
人
の
募
集

〔
定
員
〕　

人
程
度
（
多
数
抽
選
）

２５

〔
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月　
２１

日
�
か
ら
９
月
４
日
�
ま
で
に
東
京

都
環
境
局
都
市
地
球
環
境
部
環
境
影

響
評
価
課
�（
５
３
８
８
）３
４
５
３

 
�
第
６
・
７
回
狛
江
市
補
助
金
評
価

委
員
会
会
議

〔
日
時
〕
▽
第
６
回　

８
月　

日
�

１７

▽
第
７
回　
　

日
�
各
日
午
後
６
時

３０

都
市
高
速
道
路
外
郭
環
状
線

（
世
田
谷
区
宇
奈
根
〜
練
馬

区
大
泉
町
）
事
業
に
係
る
環

境
影
響
評
価
準
備
書
に
係
る

都
民
の
意
見
を
聴
く
会

　

分
か
ら

３０〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

�
第
４
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
７
時
か

２３

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
狛
江
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
後
２
時
か

１６

ら〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
１
委
員
会

室〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

〔
日
時
〕
９
月
２
日
�
午
前　

時
か

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

　

有
効
期
間
が
９
月　

日
�
ま
で

３０

の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

に
は
、
８
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
シ

ル
バ
ー
パ
ス
の
更
新
に
つ
い
て
の

通
知
と
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申

込
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
更
新
を

希
望
す
る
方
は
、
９
月
中
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
８
月
中
の

更
新
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

新
し
い
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、

平
成　

年
９
月　

日
�
ま
で
で
す
。

１９

３０

〔
持
ち
物
〕
▽
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更

新
申
込
書
▽
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
の
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険

証
ま
た
は
運
転
免
許
証
）
▽
現
在

使
用
中
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
▽
自
己

負
担
金
▽
自
己
負
担
金
１
�
０
０

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
中
に
お
け
る
職
員

１８

の
欠
員
補
充
の
た
め
、
身
体
障
が

い
者
を
対
象
と
す
る
採
用
資
格
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

採
用
予
定
日
は
平
成　

年　

月

１８

１２

１
日
で
す
。

〔
職
種
〕
一
般
事
務

〔
受
験
資
格
〕
▽
昭
和　

年
４
月

４８

２
日
以
降
生
ま
れ
で
高
等
学
校
卒

業
以
上
の
方
▽
身
体
障
害
者
福
祉

法
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
▽
自
力
通

勤
が
で
き
、
介
護
者
無
し
に
一
般

事
務
の
職
務
遂
行
が
可
能
な
方
▽

正
規
の
勤
務
時
間
に
勤
務
で
き
る

方
▽
活
字
印
刷
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る
方
※
国
籍
は
問
い
ま
せ

ん
が
、地
方
公
務
員
法
第　

条（
欠

１６

�

��

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�

�

�

	

��

０
円
で
発
行
を
受
け
る
方
の
み
平
成

　

年
度
ま
た
は　

年
度
市
民
税
が
非

１７

１８

課
税
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書

類〔
自
己
負
担
金
〕
本
人
の
平
成　

年
１８

度
の
市
民
税
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
▽
非
課
税
の
方

　

１
�
０
０
０
円
▽
課
税
の
方　

２

万
５
１
０
円
▽
課
税
の
方
の
う
ち
、

平
成　

年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の

１７

方　

税
制
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
と

し
て
１
�
０
０
０
円

〔
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類
〕
▽
平
成　

年
度

１７

介
護
保
険
料
納
入
（
決
定
）
通
知
書

の
所
得
段
階
区
分
欄
に
「
１
〜
３
」

の
い
ず
れ
か
が
記
載
の
も
の
▽
平
成

　

年
度
介
護
保
険
料
納
入（
決
定
）

１８通
知
書
の
所
得
段
階
区
分
欄
に

「
１
〜
４
」
の
い
ず
れ
か
が
記
載

の
も
の
▽
平
成　

・　

年
度
市
都

１７

１８

民
税
非
課
税
証
明
書
▽
生
活
保
護

受
給
証
明
書

〔
更
新
手
続
き
〕
▽
市
役
所
２
階

フ
ロ
ア
ー　

９
月
１
日
�
〜　

日
１４

�
午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
土
・

１０

日
曜
日
を
除
く
）
▽
上
和
泉
・
南

部
・
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー　

１
日

�
〜
５
日
�
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
▽
郵

送
し
た
「
更
新
窓
口
案
内
図
」
記

載
の
窓
口

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
バ
ス
協
会

�
（
５
３
０
８
）
６
９
５
０

格
条
項
）
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名

〔
申
込
書
配
布
〕
９
月　

日
�
ま

１４

で
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５

３０

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

職
員
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕
下
表
の
と
お
り

〔
提
出
書
類
〕
▽
受
験
申
込
書
▽

最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
と
成
績

証
明
書
▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
写

し〔
試
験
日
〕
第
一
次
試
験　

月
１

１０

日
�
、
第
二
次
試
験　

日
�

１８

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
１
月

１９

に
狛
江
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
強
化
す
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
内

容
を
分
類
し
て
、
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
能
の
搭
載
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ど

の
よ
う
な
目
的
で
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
内
容
を
見
る
た
め
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
ニ
ー
ズ
を
調
べ
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

〔
期
間
〕
８
月　

日
�
ま
で

３１

〔
方
法
〕
狛
江
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
ア
ン
ケ
ー
ト
専
用
ペ
ー

ジ
を
設
置

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�




�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�

�

�

■申込方法

〔受付期間〕９月１４日�までの午前８時３０分～午後５時
（土・日曜日を除く）
〔受付場所〕職員課

持参

〔郵送方法〕９月１２日�まで（消印有効）に、提出書類
および受験票送付代として８０円切手を封筒に入れ、配達
記録で〒２０１－８５８５狛江市役所職員課へ。

郵送

９月８日�午後５時まで
※写真、卒業証明書、成績証明書、身体障害者手帳の写
しは、９月１４日�午後５時までに直接職員課に提出して
いただきます。

電子申請

－その１５１－



�������������������������������

て
く
だ
さ
い
〔
申
し
込
み
〕
８
月　
３１

日
�
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
往
復
は

が
き
（
１
人
１
枚
）
に
、
記
入
例
の

よ
う
に
書
い
て
郵
送
。
９
月
５
日
�

午
前　

時
か
ら
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

１０

ー
３
０
１
会
議
室
で
公
開
抽
選
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
、
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
実

施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
・
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
９
月
５
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１８

年
３
月
６
日
以
降
の
生
ま
れ
）〔
持
ち

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
※
生

後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予
診
票
の
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
健
康
運
動
セ
ミ
ナ
ー
（
第
３
期
）

　

健
康
診
断
の
結
果
や
、
日
ご
ろ
の

食
生
活
・
運
動
な
ど
の
健
康
状
態
お

よ
び
体
力
測
定
の
結
果
を
医
師
が
総

合
判
定
し
、
個
人
の
状
態
に
合
わ
せ

た
運
動
を
指
導
し
ま
す
。

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕　

歳
以
上
の
市
民
※
リ
ハ
ビ
リ

４０

テ
ー
シ
ョ
ン
目
的
の
利
用
や
、
身
体

の
状
態
に
よ
っ
て
は
ご
参
加
い
た
だ

け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
〔
定
員
〕

各
コ
ー
ス　

人
（
平
成　

年
度
参
加

１６

１７

者
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
）
※
定

員
を
超
え
た
時
は
、
８
月　

日
�
午

２９

前　

時
か
ら
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

１０
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。
結
果
は

当
日
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

 
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２８

�
ま
で
に
健
康
課
�
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
栄
養
教
室
「
食
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」

〔
日
時
・
内
容
〕
▽
９
月
８
日
�
午

前　

時
〜　

時　

分
、
食
事
に
つ
い

１０

１１

３０

て
語
り
合
お
う（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

▽　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
１
時
、

１３

１０

実
際
に
作
っ
て
食
べ
よ
う
（
調
理
実

習
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕
筆

２４

記
用
具
（　

日
の
み
、
三
角
巾
・
ふ

１３

き
ん
２
枚
・
エ
プ
ロ
ン
）〔
参
加
費
〕

３
０
０
円
（
材
料
・
資
料
代
）
※
保

育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
育
児
学
級

〔
日
時
〕
９
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

■健康づくり運動セミナー

参加費時　間曜　日コース

１万円午前１０時
　～正午

火曜日
金曜日
（全２２回）

Ａ

１万円午後１時
　～３時

火曜日
金曜日
（全２２回）

Ｂ

５，０００円午後１時
　～３時

水曜日
（全１０回）Ｃ

５，０００円午前１０時
　～正午

日曜日
（全１０回）Ｄ

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
演
会

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１０

正
午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ

ー
〔
対
象
〕
２
人
目
以
降
を
妊
娠
中

の
方
〔
定
員
〕　

組
※
保
育
の
定
員

２０

は
８
人
で
す
〔
内
容
〕
妊
娠
中
の
心

と
体
に
関
す
る
こ
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん

お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
る
子
ど
も
の
心

〔
講
師
〕
佐
味
光
子
さ
ん
（
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
９
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
、
１
時　

分
〜
４
時
〔
会

２０

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
内
容
〕

講
演
会
「
地
域
猫
の
す
す
め
方
」。

磯
子
保
健
所
で
、全
国
で
初
め
て「
地

域
猫
」
の
考
え
方
を
発
案
し
た
方
に

講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
野
良
猫

問
題
解
決
の
糸
口
を
探
り
ま
す
〔
講

師
〕
黒
澤
泰
さ
ん
（
横
浜
市
西
区
役

所
生
活
衛
生
課
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
育
児
相
談

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前
９
時　

３０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
９
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１７母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
９
月　

日
�
受
付
時
間
は

１４

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
集
団
が
ん
検
診
（　

〜　

月
分
）

１０

１１

〔
日
時
〕
▽
女
性　

月
２
日
�
・
５

１０

日
�
・
６
日
�
・　

日
�
、　

月
１

３１

１１

日
�
▽
男
性　

月
４
日
�
・　

日
�
、

１０

３０

　

月
２
日
�
各
日
と
も
午
前
８
時　

１１

３０

分
・
９
時
・
９
時　

分
・　

時
か
ら

３０

１０

の
４
回
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
〔
対
象
〕
男
性
満　

歳
以
上
、

３５

女
性
満　

歳
以
上
の
市
民
（
他
に
検

３０

診
の
機
会
が
あ
る
方
を
除
く
）〔
定

員
〕各
日　

人〔
内
容
〕胃
が
ん
検
診
・

２９

肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
骨

密
度
測
定
（
骨
密
度
測
定
は
、　

歳
７０

ま
で
の
女
性
の
み
）
※
Ｘ
線
検
査
が

あ
り
ま
す
の
で
妊
娠
中
の
方
は
避
け

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

２０

２７

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

■乳がん・子宮がん検診

実施期間検診内容費用対象

９月１日�
～３０日�

視診・触診とマンモ
グラフィ
（乳房Ｘ線検査）

２，１００円
（税込）

満４０歳～４９歳
の市民

乳 が ん
１，０５０円
（税込）

満５０歳以上の
市民

細胞診（満２９歳以下
は頚部のみ）無料満２０歳以上の

市民
子宮頚がん

子宮体がん

※乳がん・子宮がんの受診間隔は２年に１度です（昨年度受診した方は、
今年度は受診できません）。
※マンモグラフィは視診・触診後、指定日に検診車で実施します。
※子宮体がん（満３０歳以上）は、受診者が同意する場合頚部がん検診と
併せて受診できます。

※実施期間内でも予定人数に達した時は終了となります。

■乳がん・子宮がん検診実施医療機関

子宮がん乳がん電話番号所　在　地医療機関名

○○（３４８０）４１２２中 和 泉５－１０－１８松 岡 医 院

○○（３４８８）１１０３東 和 泉１－１９－５保 坂 産 婦 人 科
ク リ ニ ッ ク

○（５４９７）１２３８　 〃　 ３－３－９和 泉 多 摩 川
ク リ ニ ッ ク

○（３４８９）３８３０和泉本町３－３－１８岩 瀬 外 科 内 科

○（３４３０）１２１４岩 戸 南１－４－１１一の橋内科皮フ科



�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）８ 月 １５ 日

３
時
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕
佐
々

２０

木
理
恵
さ
ん
（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
専

属
）〔
曲
目
〕
南
部
よ
し
ゃ
れ
節
・
こ

き
り
こ
節
〔
持
ち
物
〕
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１６セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

■
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
あ
ん
し
ん
狛
江
を
知
ろ
う
！　

〔
日
程
〕
９
月
１
日
�
〔
講
師
〕
社

会
福
祉
協
議
会
職
員

▽
健
康
は
足
元
か
ら
！
フ
ッ
ト
マ
ッ

サ
ー
ジ　
〔
日
程
〕７
日
�
〔
講
師
〕

岩
瀬
宏
旭
さ
ん
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
）

▽
権
利
擁
護
と
は
？　
〔
日
程
〕　

日
１５

�
〔
講
師
〕
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

▽
み
ん
な
で
楽
し
く
「
脳
ト
レ
」
教

室
！　
〔
日
程
〕　

日
�
〔
講
師
〕
こ

２１

ま
え
苑
職
員

▽
の
び
の
び
身
体
を
つ
く
ろ
う
！
ス

ト
レ
ッ
チ
教
室　
〔
日
程
〕　

日
�

２９

〔
講
師
〕
進
藤

あ
か
り
さ
ん

〔
時
間
〕
各
午

後
１
時　

分
〜

３０

３
時
〔
定
員
〕

各
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
�

（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

 
■
狛
江
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　

子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
た

い
方
と
子
育
て
の
手
伝
い
が
で
き
る

方
が
会
員
に
な
り
、
相
互
に
助
け
合

う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
説

明
会
で
す
。
利
用
会
員
（
援
助
を
受

け
た
方
）
は
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
援
助

を
し
た
方
）
に
お
子
さ
ん
１
人
当
た

り
１
時
間
に
つ
き
７
０
０
円
（
曜
日
、

時
間
に
よ
っ
て
は
８
０
０
円
）
の
謝

礼
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
説
明
会

と
講
習
（
２
日
間
）
の
受
講
が
必
要

で
す
。

〔
日
時
〕
９
月
２
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
岩
戸
児
童
セ
ン

タ
ー
※
２
歳
以
上
の
託
児
を
行
い
ま

す
。
託
児
申
し
込
み
は
３
日
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

 
〔
日
時
〕
８
月　

日
�
〜
９
月
３
日

２８

�
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
６
時

　

分
（
土
・
日

３０曜
日
は
午
前　
１０

時
〜
午
後
５

時
）〔
相
談
電
話

番
号
〕
�
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１

１
０
〔
相
談
員
〕
子
ど
も
の
人
権
専

門
委
員
・
法
務
局
職
員

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部
内
東
京
都
子
ど
も
の
人
権
専

門
委
員
会
�
（
５
６
８
９
）
０
５
３

５■
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設
け

た
い
場
合
は
、
安
全
・
確
実
・
有
利

な
国
の
「
中
退
共
制
度
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

■
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
」
強
化
週
間

本
部
相
談
コ
ー
ナ
ー
�（
３
４
３
６
）

４
３
５
１

■
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験

〔
試
験
期
日
〕　

月
６
日
�
〔
受
験

１１

資
格
〕
▽
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で

あ
る
方
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
で
あ
っ
た
方
で
、
平
成　

年
３
月

１９

　

日
ま
で
に
満　

歳
以
上
に
な
る
方

３１

１５

▽
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
、

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
満　

歳

１９

３１

１５

に
達
す
る
方
の
う
ち
、
そ
の
年
度
の

終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き

な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部

科
学
大
臣
が
認
め
た
方
▽
平
成　

年
１９

３
月　

日
ま
で
に
満　

歳
以
上
に
な

３１

１６

る
方
▽
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
方

で
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に　

１９

３１

１５

歳
以
上
に
な
る
方〔
願
書
受
付
期
間
〕

８
月　

日
�
〜
９
月　

日
�

２５

１２

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
教
育
庁
義

務
教
育
心
身
障
害
教
育
課
�
（
５
３

２
０
）
６
７
５
２

 
■
介
護
保
険
認
定
調
査
員

〔
勤
務
内
容
〕
介
護
保
険
申
請
者
の

身
体
状
況
等
の
調
査
〔
資
格
〕
介
護

支
援
専
門
員
、
看
護
師
、
保
健
師
い

ず
れ
か
の
資
格
所
持
者
で　

歳
未
満

５５

の
方

〔
勤
務
日
時
〕
月
に　

日
以
内
・
午

１４

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
調
査
内
容
に

よ
り
不
規
則
）〔
勤
務
場
所
〕
市
内

（
居
宅
ま
た
は
病
院
）〔
募
集
人
員
〕

若
干
名
。
面
接
に
よ
り
決
定

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢

福
祉
課
へ
。

■
年
金
ポ
ス
タ
ー
作
品

　

将
来
の
公
的
年
金
制
度
を
担
う

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
公
的
年
金

に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
年
金
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
き

っ
か
け
に
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

〔
作
品
テ
ー
マ
〕
公
的
年
金
制
度
の

役
割
な
ど
を
伝
え
る
内
容
〔
応
募
資

格
〕
▽
小
学
生
の
部　

都
内
の
学
校

に
在
学
す
る
小
学
校
５
・
６
年
生
▽

中
学
生
の
部　

都
内
の
学
校
に
在
学

す
る
中
学
生
〔
規
格
等
〕
４
つ
切
サ

イ
ズ
（
約
５
４
２
�
×
３
８
２
�
）

で
作
品
に
「
国
民
年
金
」
ま
た
は

「
年
金
」
の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
応
募
は
１
人
１
作
品
と
し
て
、

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
〔
応
募

方
法
〕
９
月　

日
�
（
消
印
有
効
）

１５

ま
で
に
各
学
校
を
通
じ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
社
会
保
険
事

務
局
総
務
部
企
画
課
�（
５
３
２
２
）

１
６
１
５

 
■
狛
江
市
少
年
野
球
大
会

〔
日
程
〕９
月
３
日
�
〜　

日
�（
予

２４

備
日　

月
１
日
�
）〔
会
場
〕
市
民
グ

１０

ラ
ン
ド
・
市
内
小
中
学
校
校
庭
〔
対

象
〕
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
３
・

４
年
生
お
よ
び
５
・
６
年
生
で
構
成

す
る　

人
以
内
の
チ
ー
ム
〔
大
会
内

１８

容
〕
３
・
４
年
生
の
部
、
５
・
６
年

生
の
部
（
と
も
に
リ
ー
グ
・
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
）〔
参
加
費
〕１
人
１
０
０

円
〔
抽
選
会
〕
８
月　

日
�
午
後
６

２６

時　

分
か
ら
市
民
総
合
体
育
館

４５
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
体
育
課

１６

２２

�
（
３
４
３
０
）
１
１
４
１
へ
。

■
市
民
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

８
月　

日
�
の
市
民
プ
ー
ル
は
、

１９

市
民
水
泳
大
会
の
た
め
午
後
１
時　
３０

分
か
ら
の
開
場
予
定
と
な
り
ま
す

（
大
会
予
備
日
８
月　

日
�
）。

２６

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

 
�
西
河
原
公
民
館 

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
こ
ま
え
市
民
大
学
・
医
療
講
座　

〔
日
時
〕
９
月
９
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
定
員
〕　

人
〔
内
容
〕
知
っ

５０

て
お
き
た
い
く
す
り
の
知
識
〜
病
気

と
く
す
り
の
の
み
方
〜
〔
協
力
〕
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院

〔
講
師
〕
川
井
龍
美
さ
ん
（
薬
剤
部

課
長
）〔
受
講
料
〕
２
０
０
円

 
�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕８

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１８

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

め
っ
き
ら
も
っ
き
ら
ど
お
ん
ど
ん

〔
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
〕
か
お
か
お
ど

ん
な
か
お
〔
工
作
〕
魚
の
モ
ビ
ー
ル

 
■
自
然
素
材
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
秋
の

寄
せ
植
え

〔
日
時
〕
９
月
８
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
１
時
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕

１８

橋
本
敬
子
さ
ん
（
ラ
イ
フ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・

古
い
タ
オ
ル
〔
参
加
費
〕
２
�
０
０

０
円
※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

■
夏
休
み
子
ど
も
教
室

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
か

２７

１０

ら
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
内
容
〕
ク
ッ
キ
ー
作
り
〔
講

２０師
〕
高
野
則
枝
さ
ん
・
内
田
弘
子
さ

ん
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
持
ち
帰
り
用
紙
袋

〔
参
加
費
〕
２
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン
タ

ー
�（
３
４
８
８
）７
０
４
０
へ
。

■
青
少
年
第
三
育
成
委
員
会
「
夏
休

み
子
ど
も
料
理
教
室
」

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

午
後
１
時
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕
先
着　
２０

人
〔
内
容
〕
ピ
ザ
と
冷
た
い
お
菓
子

作
り
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き

ん
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
〔
申
し
込

み
〕　

日
�
ま
で
に
氏
名
・
性
別
・

１８

学
校
名
・
学
年
を
記
入
の
う
え
、
名

古
屋
�
（
３
４
３
０
）
１
７
８
２
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
名
古
屋
�
（
３
４

８
９
）
９
６
６
７

 
■
国
際
交
流
協
会
「
生
け
花
教
室
」

〔
日
時
〕
毎
月
第
１
・
３
月
曜
日
午

後
２
時
か
ら
（
第
１
回
は
９
月
４
日

�
）〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
〔
講
師
〕

稗
田
染
芳
さ
ん
（
草
月
流
師
範
）〔
参

加
費
〕
外
国
人
と
国
際
交
流
協
会
会

員
１
回
当
た
り
１
�
０
０
０
円
（
お

花
代
実
費
）、
非
会
員
の
日
本
人
１

回
当
た
り
１
�
５
０
０
円
（
参
加
費

と
お
花
代
実
費
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
市
民

協
働
課（
国
際
交
流
協
会
事
務
局
）へ
。

■
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
９
月
６
日
�
午
後
２
時
〜

４
時　

分
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー

３０

ル
展
示
・
多
目
的
室
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
テ
ー
マ
〕
就
職
を
成
功
さ
せ

２０る
方
法
〔
講
師
〕
上
月
永
文
さ
ん

（
�
中
高
年
齢
者
雇
用
福
祉
協
会
主

任
講
師
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
９
月

５
日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
。

■
民
謡
教
室
〜
心
の
故
郷
を
唄
う
〜

〔
日
時
〕
９
月
６
日
�
午
後
１
時
〜
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狛
江
市
民
ま
つ
り
を　

月　

日

１１

１２

�
（
一
部　

日
�
午
後
零
時　

分

１１

３０

か
ら
）、
市
役
所
前
市
民
ひ
ろ
ば
、

中
央
公
民
館
、
第
一
小
学
校
、
市

民
グ
ラ
ン
ド
（
第　

回
の
記
念
企

３０

画
を
行
う
予
定
）
の
会
場
で
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

■
展
示
・
出
演

▽
ス
テ
ー
ジ
出
演
団
体　

技
芸
、

演
芸
な
ど
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
プ
ロ
・
ア
マ
問

い
ま
せ
ん
（
原
則
と
し
て
準
備
・

片
付
け
含
め　

分
以
内
）。

３０

▽
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加
団
体　

今

年
も
「
民
謡
流
し
踊
り
」
を
行
い

ま
す
。
個
人
の
方
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
文
化
祭
関
係　

団
体
活
動
の
展

示
を
行
い
た
い
団
体
※
第
一
小
学

校
校
舎
会
場
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

〔
資
格
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
団
体
。
応
募
多

数
の
場
合
は
企
画
委
員
会
で
決
定

〔
申
し
込
み
〕
８
月　

日
�
ま
で

２５

の
平
日
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後

３０

５
時
ま
で
に
市
民
ま
つ
り
事
務
局

（
市
民
協
働
課
）へ
。

■
出
店

〔
資
格
〕
団
体
（
活
動
拠
点
が
市

内
で
実
績
の
あ
る
団
体
）
と
一
般

（
市
内
在
住
）
※
団
体
優
先

〔
条
件
〕
会
場
は
、
第
一
小
学
校

校
庭
・
市
役
所
ス
ロ
ー
プ
・
市
役

所
駐
車
場
（
火
気
使
用
禁
止
）・

市
民
グ
ラ
ン
ド
。
１
区
画
２
・
７

�
×
３
・
６
�
の
予
定
で
す
。
１

区
画
に
つ
き
１
店
舗
の
み
の
出
店

と
な
り
ま
す
。

〔
運
営
協
力
金
〕
１
店
舗
５
�
０

０
０
円
。
テ
ン
ト
１
張
７
�
０
０

０
円
、
テ
ー
ブ
ル
１
机
２
�
０
０

０
円
、
い
す
１
脚
５
０
０
円
で
斡

旋
し
ま
す
。
電
源
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
市
民
グ
ラ
ン
ド
会
場
は

１
店
舗
１
万
７
�
０
０
０
円
（
テ

ン
ト
１
張
り
・
照
明
含
む
）。
出
店

場
所
抽
選
会
以
降
の
返
金
は
行
い

ま
せ
ん
。

〔
出
店
時
間
〕
午
前
９
時
〜
午
後

３
時　

分
。
市
民
グ
ラ
ン
ド
会
場

３０

は
午
後
７
時
ま
で
の
予
定

〔
申
し
込
み
〕
８
月　

日
�
（
必

２３

着
）
ま
で
に
便
せ
ん
等
に
責
任
者

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
当
日

連
絡
可
能
な
携
帯
電
話
番
号
も
記

入
）・
出
店
内
容
・
火
気
使
用
の
有

無
・
希
望
す
る
出
店
場
所
（
前
記

４
会
場
の
中
か
ら
希
望
順
に
）・

団
体
の
場
合
は
団
体
優
先
の
判
断

の
た
め
に
、
団
体
登
録
番
号
と
主

な
活
動
実
績
等
を
記
入
の
う
え
、

封
筒
に
入
れ
返
信
用
封
筒
（　

円
９０

切
手
を
貼
付
、
宛
先
記
入
）
を
同

封
し
、
〒
２
０
１
�
８
５
８
５
狛

江
市
役
所
市
民
ま
つ
り
事
務
局
へ
。

団
体
は
１
通
、
個
人
は
一
世
帯
１

通
に
限
り
ま
す
。
記
入
漏
れ
、
虚

偽
の
記
載
、
書
類
不
備
等
は
無
効
。

公
開
抽
選
を
実
施
し
、
当
選
者
に

は
出
店
申
込
案
内
等
を
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
ま
つ
り
事

務
局
（
市
民
協
働
課
）
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福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
改
正
で
要
支

援
１
・
要
支
援
２
お
よ
び
要
介

護
１
の
方
が
、
車
椅
子
（
付
属

品
を
含
む
）・
特
殊
寝
台（
付
属

品
を
含
む
）・
床
ず
れ
防
止
用

具
・
体
位
変
換
器
・
認
知
症
老

人
徘
徊
感
知
器
・
移
動
用
リ
フ

ト
を
レ
ン
タ
ル
し
て
も
一
定
の

例
外
を
除
き
原
則
と
し
て
保
険

給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
利
用
者
の
状
態
か

ら
見
て
利
用
が
想
定
し
に
く
い

品
目
を
保
険
給
付
の
対
象
外
と

す
る
こ
と
で
、
要
支
援
者
の
自

立
に
向
け
十
分
な
効
果
を
上
げ

る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

既
に
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
を

受
け
て
い
る
利
用
者
に
対
し
て

の
６
カ
月
の
経
過
措
置
は
、
９

月
末
ま
で
で
す
。　

月
以
降
は

１０

改
正
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

福
祉
用
具
購
入
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
改
正
で
、
指
定
事
業
者

か
ら
購
入
し
た
用
具
の
み
購
入

費
支
給
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

購
入
費
支
給
申
請
書
に
領
収

書
・
口
座
振
込
請
求
書
・
購
入

し
た
用
具
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

以
前
は
、
管
理
委
託
制

度
に
よ
り
、
公
の
施
設
の

管
理
運
営
を
外
部
に
ゆ
だ

ね
て
い
ま
し
た
が
、
指
定

管
理
者
制
度
に
な
り
柔
軟

な
管
理
運
営
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
公
の
施
設
は

住
民
の
負
託
を
受
け
て
設

置
さ
れ
る
た
め
、
公
平
な

管
理
運
営
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
指
定
の
際
に
は
議

会
の
議
決
を
要
す
る
こ
と

や
、
基
本
事
項
を
条
例
で

定
め
て
お
く
な
ど
、
住
民

の
意
思
が
反
映
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経

営
室

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ド
ミ
ノ
ラ
ン
ド　
〔
日
時
〕８
月

　

日
�
〜　

日
�
午
後
３
時
〜
５

２８

３１

時
〔
内
容
〕
夏
休

み
の
最
後
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
ド
ミ

ノ
倒
し
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う

　

９
月
か
ら
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
遊
び
場
の
提
供
・
園
児
と

の
交
流
の
場
の
提
供
・
親
同
士
や

保
育
士
と
の
交
流
等
を
目
的
に
、

市
立
保
育
園
全
園
で
園
庭
開
放
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
と

家
庭
に
関
す
る
相
談
、
指
導
も
行

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者
〔
時
間
〕
午
前
９

時　

分
〜　

時
〔
持
ち
物
〕
着
替

４０

１１

え
・
タ
オ
ル
等
※
親
子
と
も
汚
れ

て
よ
い
服
装
で
（
雨
天
中
止
）。

※　

月
か
ら
は
、各
園
月
２
回（
４

１０
月
を
除
く
）
実
施
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
各
園
へ
。
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平
成　

年
１
月
８
日
�
に
開
催
す

１９

る
成
人
式
の
企
画
・
立
案
か
ら
実
施

ま
で
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
手
で
成
人
式
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

〔
対
象
〕
平
成　

年
新
成
人
（
昭
和

１９

　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日
生

６１

６２

ま
れ
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

教
育
課
へ
。

指定管理者制度管理委託制度

行政処分（管理権限が委任
され管理運営を代行する）

委託契約（地方公共団体の管
理権限の下で業務を行う）法的性格

法人その他の団体
※法人格は必ずしも必要
　でない
※個人は不可

公共団体、公共的団体、地方
公共団体が出資する一定の法
人のいずれか

管理運営をゆだ
ねられる団体

条例で定める地方自治法に定める契約手続
きによる選定方法

必要（指定管理者の指定、
指定期間）不要団体指定にあたっ

ての議会の議決
協定で定める（複数年可）契約で定める（年度更新）期間

できる（使用許可など）できない（地方公共団体が行う）行政処分

条例と協定で定める契約で定める業務内容
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平成１８年成人式での誓いの言葉　写真中央が斉藤さん

　

私
が
実
行
委
員
を
務
め
た
平
成　
１８

年
狛
江
市
成
人
式
は
、「
新
成
人
が
、

改
め
て
狛
江
を
見
つ
め
直
し
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
成
人
式
を
実
現
し
た

い
」
と
思
い
「
狛
江
と
の
つ
な
が
り

〜priceless

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
企

画
・
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

成
人
式
を
企
画
し
て
い
く
中
で
、

私
は
た
く
さ
ん
の
人
々
と
出
会
い
、

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人

式
に
実
行
委
員
と
し
て
参
加
で
き
、

一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
来
年
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん

も
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
に
残
る
、

最
高
の
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

平
成　

年
成
人
式
企
画
実
行
委
員　

１８

斉
藤　

洋
子

▽９月の園庭開放
備　　　考日 程園　　　　名

身体測定も行います。７日�和泉保育園　�（３４８０）０５９８
��５日�藤塚保育園　�（３４８９）２８３５

身体測定も行います。４日�駒井保育園　�（３４８０）９３６１
身体測定も行います。１４日�駄倉保育園　�（３４８９）５４１５ 誕生会も行います。１９日�

��６日�宮前保育園　�（３４８０）４４４８
��７日�三島保育園　�（３４８８）３８９８

▽８月の園庭開放
備　　　考日 程園　　　　名
��２９日�駄倉保育園　�（３４８９）５４１５

■園庭開放「おひさま」日程
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